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Ⅰ 研究主題及び副題

夢や希望の実現に向かってたくましく生きる児童生徒の育成
～ふるさとの心をもとにした道徳からキャリア教育を考える実践を通して～

Ⅱ 主題設定の理由
高鍋町は，蚊口浜や高鍋湿原などの豊かな自然に恵まれ，その長い歴史の中で築き上げられた

形あるものや「明倫の教え 「石井十次の人間愛の精神」などが受け継がれている。」
本研究所では，昨年度「ふるさとへの愛と誇りをもつ児童生徒の育成～ふるさと学習からキャ

リア教育を考える実践を通して～」を研究主題として，生活科･総合的な学習の時間にキャリア
教育の視点を加えた研究に取り組んできた。町内全 校において研究授業を実施したり町教育職4
員研修会において研究の概要を発表したりして，キャリア教育を通して児童生徒にどのような能
力を育てることが必要かなど基本的な考え方は理解された。
しかし，教職員を対象としたアンケート調査結果で 「キャリア教育に関する専門的知識の不，

足」や「教職員の共通理解の不十分さ」などが課題として残された。また，児童生徒を対象とし
たアンケート調査結果を通して 「友達の良さを認め，協力する態度は見られる 」が 「自主性， 。 ，
や積極性が弱く，自信を欠いた行動が目につくこと」や「目標の実現への努力に消極的であるこ
と」が指摘された。
そこで，本年度は，教職員への啓発や研修の機会を充実し，児童生徒に対しては，夢や希望を

抱き，その実現に向かって主体的に学ぼうとする意欲を培い，根気強く行動する態度を身に付け
させたいと考えた。さらに，家庭や地域に対しては，キャリア教育についての理解を得ることは
重要であり，育てたい児童生徒像を示しながら学習環境を整える必要性があると考えた。
これらの取組は小･中学校 年間を通したものとし，町内全 校の連携による共同研究とする9 4

為に，道徳にキャリア教育の視点を加えた研究とすることにした。
ふるさと高鍋の歴史の中にある「明倫の教え」や「石井十次の人間愛の精神」などを先人に学

ぶとともに今を生きる人々の中にあるふるさとの心を学ぶことは，児童生徒が「自己の在り方」
や「人間としての生き方」を考える上で有効であり，将来に向かって豊かな人生観や望ましい職
業観･勤労観の基礎を養うことにつながると考え，本主題及び副題を設定した。

Ⅲ 研究の目標
小･中学校において，ふるさと高鍋の歴史や文化にふれながら道徳教育の在り方をキャリア教

育の視点から見直して，その実践化を図る手立てを工夫したり，学校･家庭･地域が連携して「生
きること」や「働くこと」に関する道徳性の育成に資する体験活動を進めたりすることで，夢や
希望の実現に向かってたくましく生きる児童生徒を育成する。

Ⅳ 研究仮説
１ 道徳の時間において，ふるさと高鍋の歴史や文化にふれながらキャリア教育の視点を加えた
指導の在り方を考えたり，道徳の時間の事前･事後に道徳性に資する体験活動を推進する手立
てを工夫したりすれば，児童生徒は「自己の在り方」や「人間としての生き方」を自覚して，
道徳的実践力を高め，夢や希望を持てるようになりその実現に向け努力するだろう。

２ ふるさと高鍋の心をもとにした道徳教育の充実を図るために学習環境の整備をしたり，学校
･家庭･地域が連携を図り，キャリア教育に関する啓発活動を進めたりすれば，児童生徒は「生
きること」や「働くこと」について意識し，豊かな人生観や望ましい職業観･勤労観の基礎を
養うことができるだろう。

Ⅴ 研究内容
１ 全体研究
・ キャリア教育
・ 道徳教育とキャリア教育
・ 児童生徒に身に付けさせたい能力
・ ふるさとの心

「明倫堂学規 「石井十次の精神 「現在のふるさとの人々の心」」 」
２ 授業研究 ３ 学習環境整備
・ キャリア教育の視点と指導 ・ 教職員の研修
・ 指導のポイント （教育職員研修会･研究授業参観）
・ 実態調査（アンケート調査） ・ 教職員への啓発（ふるさと学習通信）
・ 授業事前研修 ・ 児童生徒への啓発（明倫の教え）
・ 研究授業の実施 ・ 家庭や地域への啓発（リーフレット）
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Ⅵ 研究の全体構想

憲法・関係法規 地域の実態宮崎ならではの教育

学習指導要領 ○ ふるさとを愛し、自分に自信と誇りを持つ子ども 児童生徒の実態
県・町教育方針 ○ 夢や希望を抱き、社会に貢献する気概を持つ子ども 保護者の願い

研究主題

夢や希望の実現に向かってたくましく生きる児童生徒の育成
～ふるさとの心をもとにした道徳からキャリア教育を考える実践を通して～

研究でめざす教師、児童生徒像

教師像： 道徳をキャリア教育の視点から考え 「自己の生き方」や「人間と、
しての生き方」を指導し、児童生徒の夢や希望を支え導く教師
： 自らの在り方や生き方を自覚し、夢や希望をもって目標に向かっ児童生徒像

て行動する児童生徒

研究の目標

小中学校において、ふるさと高鍋の歴史や文化にふれながら道徳教育の在り
小 方をキャリア教育の視点から見直して その実践化を図る手立てを工夫したり 町、 、
中 学校・家庭・地域が連携して「生きること」や「働くこと」に関する道徳性の 内
連 育成に資する体験活動を進めたりすることで、夢や希望の実現に向かってたく の
携 ましく生きる児童生徒を育成する。 小
に ・
よ 中
る 学
教 校研究仮説１ 研究仮説２

育 道徳の時間において、ふるさと高鍋 ふるさと高鍋の心をもとにした道徳 に
の の歴史や文化にふれながらキャリア教 教育の充実を図るために学習環境の整 よ
推 育の視点を加えた指導の在り方を考え 備をしたり、学校・家庭・地域が連携 る
進 たり、道徳の時間の事前・事後に道徳 を図り、キャリア教育に関する啓発活 共

性に資する体験活動を推進する手立て 動を進めたりすれば、児童生徒は「生 同
を工夫したりすれば、児童生徒は「自 きること」や「働くこと」について意 研
己の在り方 や 人間としての生き方 識し、豊かな人生観や望ましい職業観 究」 「 」
を自覚して、道徳的実践力を高め、夢 ・勤労観の基礎を養うことができるだ
や希望をもてるようになりその実現に ろう。
向け努力するだろう。

研究内容１ 研究内容２ 研究内容３
研修(全体研究) 授業研究 学習環境整備

・キャリア教育 ・キャリア教育の視点と ・教職員の研修
・道徳教育とキャリア教 指導 (教育職員研修会・研
育 ・指導のポイント 究授業参観)

・育てたい能力とは ・実態調査（アンケート ・教職員への啓発
・ふるさとの心とは 調査） (ふるさと学習通信)

「明倫の教え」 ・授業事前研修 ・児童生徒への啓発
「石井十次の人間愛 ・研究授業の実施 (明倫の教え)
の精神」 ・家庭や地域への啓発
「現在のふるさとの (リーフレット)
人々の心」
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（２） 小学校における実践 高鍋西小学校３年生 

   ア 主題名 伝統を受けつぐ 郷土愛４―（５） 

   イ 本時のねらい 

    ○ 郷土の行事などに進んで参加し、郷土の人々や文化に親しもうとする心情を育てる。 

   ウ ふるさと学習及びキャリア教育の視点から 

    ○ 高鍋町の伝統と文化を知り、地域の行事や活動に興味をもたせ、その意味を考え、郷土の 

     行事などに進んで参加し、郷土の人々や文化に親しもうとする心情を育てることをねらいと 

     している。 

    ○ 資料の伝統である祭りだいこを通して、高鍋町のまつりの写真や DＶD、エイサーで使う太

鼓を見せ、祭りに参加することは、地域のためになることに気付かせるようにする。その上

で、自分で積極的に参加しようとする意欲を高めることができるようにする。 

   エ 指導過程と児童生徒の実際の様子 

    

 導入 

      

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

      

                              

 

 

   オ 考察 

    ○ ＣＤ、動画、はっぴなどの資料を効果的に使用することで、 

高鍋町の祭りについて想起することができた。 

    ○ 展開後段のワークシートの書かせ方が難しかった。 

今日の授業の感想を書かせても十分な振り返りになった 

のではないか。 

    ○ 地域で実際に祭りなどを支えている人の話を聞けると 

よりよい終末になったのではないか。       【高鍋町の祭りのＤＶＤを見ている】 

導入 

 ・「電車の音」「祭りの音」 

  「今日は、祭りについて勉強する 

  んだ。」 

展開前段 

・「自分一人で、できるかな。」 

  ・「失敗したら、どうしよう」 

  ・「友達がいたらできそうかも」 

   

  ・「教えてくれているから、がん 

   ばって練習しよう。」 

   

  ・「やっぱり、祭りに参加してよ 

   かった。 

  ・「来年は、友達もさそおう」 

展開後段 

  ・「高鍋町の祭りに参加したこと  

   がある。」 

終末 

 

 

 

終末 
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（３） 中学校における実践 高鍋東中学校２年生

ア 主題名 自己理解・個性の伸長 １－（５）

イ 本時のねらい

将来を見つめ自己の向上を図り、普段の生活か

ら充実した生き方を目指す態度を育てる。

ウ ふるさと学習及びキャリア教育の視点から

○ 将来に向けて意識を高めつつ、自己のもつ個

性の発見や伸長を図るために今何を考えようと

する態度を育てる。

○ 自分の経験と将来の生き方との関係を理解し、

主体的に考えさせることで、基礎的・汎用的能力のキャリアプランニング能力を

育むための基盤となる価値観形成につなげたい。

エ 指導過程と児童生徒の実際の様子

導 入

○ 自分だったら、今まで医者を目指し

てきたのだから、医者の道を選ぶと思

う。

○ 石井十次はすごい

展開前段

○ 縄の帯のエピソードでは他に対する

思いやりや優しさを感じた

○ 新天地岡山でのエピソードでは、毎

日の記録をつけて、毎日反省をしてい

た。

展開後段

○ 人に流されるような弱い心をもった

人ではなく、自分の意志をもった強い

心と石井十次のように人のことを一番

に思えるようになるために、周りにし

っかり目を向けなければならないと思

った。

オ 考察

○ 職場体験学習の様子を撮影した写真を見せることで、自己存在感をもたせ、将

来への目標意識をもたせることができた。

○ 話合いに時間をかけたことでいろいろな考えを引き出すことができたが、書か

せる所で時間が不十分になり、考えをさらに深めていくまでに至らなかった。

【発表の様子】
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２ アンケート調査結果 

（１） ねらい 

町内小中学校の抽出児童生徒に、キャリア教育に関わる実態調査を実施すること

で、より実態に即した研究内容とし、研究推進に向けた問題点と課題を把握するこ

とを目的とする。 

（２） 調査の対象 

  児童生徒…東小 3～6年抽出学級児童 136名  西小 3～6年抽出学級児童 122名 

       東中 1～3年抽出学級生徒 102名  西中 1～3年抽出学級生徒 81名 

                                  計 441名 

（３） 質問項目について 

「あなたは，自分で資料を集めたり，自分から質問したりして学習を進めていま

すか。」「あなたは、自分の目標をもち、それを実現しようと計画的に努力してい

ますか。」等、基礎的・汎用的能力の育成に関わる項目を学習編、生活編それぞれ

８つの質問にまとめて、アンケート調査を実施した。 

（４） アンケート調査の結果（抽出） 

 

 

（５） 考察 

○  主体的に学習に臨んだり、調べ学習に取り組んだりすることに苦手意識を抱い

ている児童生徒が３人に１人の割合で存在している。そのことにより、調べ方や

資料収集の仕方など学び方を学ばせる指導の必要がある。 

○  発達段階により、目標に対する努力に差が見られる。これは、目標のおき方が

より現実的になってきたことからと考えられる。キャリア教育の視点をもとにし

た、様々な体験活動や授業を通して、夢や希望を抱かせたり、目標に向けて努力

したりすることの大切さを味わわせることが重要である。 

21% 

19% 
15% 

14% 
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43% 

50% 

42% 

29% 

34% 

33% 

38% 

4% 

4% 

2% 

6% 

東小 

西小 

東中 

西中 

あなたは、自分で資料を集めたり、自分から質問したりして

学習を進めていますか。 

いつもしている ときどきしている あまりしていない まったくしていない 

45% 

36% 

27% 

28% 

41% 

40% 

42% 

49% 

13% 

19% 

29% 

16% 

1% 

4% 

2% 

6% 

東小 

西小 

東中 

西中 

あなたは、自分の目標をもち、それを実現しようと計画的に

努力していますか。 

いつもしている ときどきしている あまりしていない まったくしていない 
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３ 児童生徒や教職員への啓発 

（１） 「明倫の教え」を学ぶ研修 

    高鍋町に古くから伝わる「明倫の教え」についての見識を深めるため、宮崎県文書センター

主席運営嘱託員の永井哲雄先生を講師に招き、研修を行った。 

「明倫の教え」とは、高鍋藩第７代藩主秋月種茂が創立した高鍋藩校の「明倫堂学規」を基

にした教育の基本理念である。 

「明倫堂学規」は、１８項目の内容から成り、その核と 

なるのは「修己」の考えである。講演の中で、「親や教師、 

子どもも皆、自分を磨き、高めることが大切である。家庭 

での親と学校での教師の双方からの支えで、子どもの修己 

は成就する。」と説明された。この教えの基本は、いつの 

時代も変わらず、現代の教育に携わる者にとっても、学ぶ 

べきところの多い教えであると言える。研修を通して、こ 

れまでの歴史の重みを感じながら「明倫の教え」について 

の理解を深めることができた。                 【研修会の様子】 

                                   

（２） 「新明倫の教え」の作成 

    高鍋町教育員会が取り組んでいる「新明倫の教え」の作成に携わった。本研究所では、児童

生徒に「明倫の教え」を具体的に実践化させたいと考え、「明倫堂学規」を基に「新明倫の教

え」として抽出することに取り組んだ。現代の言葉や生活に合わせて「明倫堂学規」を分類、

整理し検討を加えた。また、児童・生徒に身につけてほしい項目や小学生にもわかりやすい言

葉などを考えながら取組を進めた。最終的には、講師には監修者としての立場からも指導を仰

ぎながら、以下の８項目にまとめた。   

 

 

 

 

 

 

 

 【明倫堂学規 原文の一部】               【整理・分類した表の一部】 

 

 

 

 

  

 

今後は、高鍋町内小中学校に

掲示等し、「新明倫の教え」を 

             広め、実践化していく。 

現代の言葉に変え、 

８項目にまとめる 

現代の生活に合

わせて分類・整理 

【新明倫の教え】 

新
明
倫
の
教
え 

 

私
た
ち
は
、
高
鍋
町
に
伝
わ
る
「
明
倫
堂
学
規
」
の
精
神
を 

「
新
明
倫
の
教
え
」
と
し
て
受
け
つ
ぎ
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛 

と
誇
り
を
も
っ
て
、
自
分
を
磨
き
高
め
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。 

   

一 

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
き
ま
り
を
守
り
、
礼
儀 

正
し
く
し
ま
す 

 
 

 

一 

周
り
の
人
に
居
場
所
を
知
ら
せ
ま
す 

  

一 

歩
く
、
見
る
・
聞
く
・
話
す
を
正
し
く
し
ま
す 

 
 

 

一 

身
だ
し
な
み
を
整
え
、
食
事
に
気
を
つ
け
ま
す 

  

一 

姿
勢
、
読
み
・
書
き
を
正
し
く
し
ま
す 

  

一 

整
理
・
整
頓
を
心
が
け
ま
す 

  

一 

年
上
を
敬
い
、
同
年
と
親
し
み
、
年
下
を
慈
し 

み
ま
す 

  

一 

志
を
高
く
、
学
業
を
修
め
、
自
分
の
よ
さ
を
生 

か
し
ま
す 

  
 

 
 

 
 

 

平
成
二
十
五
年 

二
月
一
日
制
定 

 
 

 
 

 
 

高
鍋
町
教
育
研
究
所 
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（３） 教職員に向けての研修 

  ○ 高鍋町小・中学校教育職員研修会 

    夏季休業中の本研修会において、昨年度の本研究所の研究内容および本年度の取組について

の説明を行った。この研究発表は、研究の概要や研究員の活動を知らせる良い機会となった。 

   また、教職員に「明倫の教え」について理解してもらうために、前述の永井先生による「明

倫堂の創立とその教育」を演題とする講演を設定した。講演で、高鍋町の教育の歴史について

理解を深めることができた。児童生徒の指導に生かせる内容もあり、今後「新明倫の教え」を

広め、実践化していく上で意義のある研修となった。 

 

  ○ ふるさと学習通信の発行 

    本研究所の取組を町内の教職員に紹介するために、「ふるさと学習通信」を発行した。本年

度の研究内容や研究員の活動の様子などを掲載し発行するこ 

とで、研究所の取組について理解や協力を得る一助となり、 

研究の充実につながった。 

「ふるさと学習通信」では、以下の内容を取り扱った。 

     ・ 高鍋町小・中学校教育職員研修会の様子 

・ 各学校の研究授業の様子 

・ 事後研究会の様子 

・ アンケート調査結果 

                                  

【ふるさと学習通信の一部】 

４ 家庭や地域への啓発 

（１） リーフレットの作成 

  本研究所では、昨年度からキャリア教育に関する研究に取り組んできたが、家庭や地域への

啓発が十分ではなかった。 

そこで、２ヶ年にわたり研究しているキャリア教育について、家庭や地域への啓発を行うこ

とを目的としてリーフレットの作成に取り組んだ。 

キャリア教育の概要や考え方、２ヶ年にわたる本研究所の取組について知らせ、キャリア教

育についての理解を図ることとした。 

    リーフレットには、以下の内容を掲載した。 

    ・ キャリア教育の概要 

    ・ キャリア教育の考え方及び学校教育における 

位置づけ 

    ・ 研究授業の様子 

    ・ 作成した資料の紹介 

      ○ お仕事図鑑 

      ○ 人材バンク一覧表 

      ○ 「新明倫の教え」   

  

                               【リーフレットの一部】    




